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東 京 大 学

教 授 　 （ 広 報 担 当 ）

長 汐 晃 輔

R e p or t er

学  生  さ ん か ら  の コ メ ン ト

「 若 手 支 援 で ロ ン ド ン に 行 っ た 際 の 研 究 成 果 を ポ ス

タ ー 発  表 し ま し た 。 今 後 も イ ン タ ー ン シ ッ プ  で  学 ん だ  経

験  を  活  か  し  、 引  き  続  き  ２ .  ５  次  元  物  質  の  研  究  を  続  け  て  い  き

た い と 思 い ま す 。 」

仲 川 久 礼 亜 （ 東 京 大 学/ 博 士 課 程 ３ 年 ）

「 今 回 は こ の よ う な 賞 を い た だ き と て も 光 栄 で す 。 今 D 1

な の で 、 こ れ か ら も っ と バ リ バ リ 研 究 し て 、 い ろ ん な デ ー

タ が 出 せ た ら い い な と 思 っ て い ま す 。 こ れ か ら も 頑 張 り

ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 」

田 母 神 唯 （ 東 京 都 立 大 学/ 博 士 課 程 １ 年 ）

サ  ン  プ  ル  見  本  市  ／  理  論 ・ 計  測  相  談  会

　 ２ 日 目 午 後 、 各 グ ル ー プ の サ ン プ ル や 試 料 作 製 法 を 紹

介 す る サ ン プ ル 見 本 市 、 理 論 計 算 や 計  測 に 関 す る 相 談 会

を 開 催 し ま し た 。 相 談 会 後 は 、 共 同 利 用 拠 点 の １ つ で あ

る 京 都 大 学 ・ 松 田 研 究 室 の ラ ボ ツ ア ー も 行 い ま し た 。

　 今 年 度 か ら ４ ヶ 所 の 共 同 研 究 拠 点 に 加 え て 、 新 た に 計

算 支 援 拠 点 を 設 置 し ま し た 。 本 領 域 で は 年 平 均 1 0 0 回 程

度 の 拠 点 利 用 が あ り 、 １ つ の 研 究 室 で は 出 来 な い 実 験 が

可  能  で  す  。 す  で  に  多  く  の  研  究  成  果  が  得  ら  れ  て  お  り  、 こ  の

　 １ 日 目 の 夕 方 に 、 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン を 実  施 し ま し た 。

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン の 時 間 だ け に 留 ま ら ず 、 コ ー ヒ ー ブ レ

イ ク 中 に も 非 常 に 活 発 な 議 論 が 交 わ さ れ 、 和 や か な 雰 囲

気 の 中 、 充 実 し た 意 見 交 換 が 行 わ れ ま し た 。

　 今 回 も 若 手 の エ ン カ レ ッ ジ を 目 的 と し 、 ポ ス タ ー 発 表

者 の 中 か ら 「 若 手 奨 励 賞 」 が 選 出 さ れ ま し た 。PI と ア ド バ

イ ザ ー が 審 査 に 当 た り 、 ８ 名 の 優 秀 な 学 生 お よ び 若 手 研

究 者 が 「 若 手 奨 励 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。

ポ ス タ ー 発  表

「 若 手 奨 励 賞 」 受 賞 者 リ ス ト

お 知 ら せ

・2 0 2 3 年 度 の 活 動 報 告 書 を 公 開 し ま し た 。

・ ８ 月 ８ 日 （ 木 ） に オ ン ラ イ ン 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム を 、1 2 月 に

第 ８ 回 領 域 会 議 を 東 京 大 学 で 開 催 す る 予 定 で す 。

発 表 者 所 属 （ 大 学 / ポ ジ シ ョ ン ） ポ ス タ ー タ イ ト ル

仲 川  久 礼 亜 東 京 大 学 / 博 士 課 程 ３ 年 カ イ ラ ル 磁 性 体 C r
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N b S 2 に お け る カ イ ラ ル ソ リ ト ン の 生 成 ・ 消  滅

岡 崎  尚 太 東 京 工 業 大 学 / 博 士 課  程 １ 年 磁 性 元 素 を 分 数 規 則 挿 入 し た T M D に お け る 新 奇 ト ポ ロ ジ カ ル 電 子 相 開 拓

江 本  暁 九 州 大 学 / 修 士 課 程 ２ 年 大 面 積 数 層 h B N の C V D 成 長 と 磁 気 ト ン ネ ル 接 合 素 子 へ の 応 用

楊  瀟 涵 東 京 大 学 / 博 士 課 程 ２ 年 S T E M o b s er v ati o n of 1 D m oir e i n l ar g e - a n gl e t wi st e d bil a y er W T e 2

₂

川 瀬  仁 平 東 京 大 学 / 修 士 課 程 ２ 年 グ ラ フ ェ ン ／ T M D ／ グ ラ フ ェ ン 接 合 に お け る ス ピ ン 保 存 共 鳴 ト ン ネ ル 効 果

北 村  天 太 東 京 工 業 大 学 / 修  士  課  程 １ 年 歪 み 印 加 し た 原 子 層 デ バ イ ス の 作 製 と 電 子 構 造 評 価

中 辻  直 斗 大 阪 大 学 / 特 任 研 究 員 ツ イ ス ト 三 層 遷 移 金 属 ダ イ カ ル コ ゲ ナ イ ト に お け る 格 子 緩 和 と 電 子 状 態

田 母 神  唯 東 京 都 立 大 学 / 博  士  課  程 １ 年 In te rla y e r e x cit o n s i n W S2

₂

/ W S e 2 h e te ro b ila y e rs  g ro w n  o n  h e x a g o n a l b o ro n  n itrid e

好 循 環 を さ ら に 促  進 し 、 大 き な テ ー マ の 学 理 構 築 に 繋 が

る こ と が 期 待 さ れ ま す 。 今 後 も 分 野 や 班 の 垣 根 を 越 え た

活  動  を  推  進 し て  い  き ま  す 。

「 若 手 奨 励 賞 」 受 賞 者

「 サ ン プ ル 見 本 市 」 　 「 理 論 ・ 計 測 相 談 会 」

　 2 0 2 4 年 6 月 1 4 日 ・1 5 日 の 二 日 間 、 京 都 大 学 ・ 宇 治 お う ば

く プ ラ ザ に て 、 第 ７ 回 領 域 会 議 を 開 催 し ま し た 。

　 今 回 の 領 域 会 議 は 第 ２ 期 公 募 班 の キ ッ ク オ フ と し て

1 1 5 名 の 参 加 が あ り 、 口 頭 発 表( 4 0 件) 、 ポ ス タ ー 発 表( 4 5

件) を 通 し て 活 発 な 議 論 が 行 わ れ ま し た 。 初 め に 代 表 の

吾 郷 か ら 領 域 の 現 状 と 今 後 の 計 画 に つ い て 説 明 が あ り

ま し た 。 こ れ ま で の 2 年 半 で 2 0 9 報 の 学 術 論 文 が 発 表 さ

れ 、 そ の う ち 領 域 研 究 者 複 数 名 の 共 著 が ４ 割 近 く も あ

り 、 領 域 内 共 同 研 究 が 活 発 に 進 ん で い る と 報 告 し ま し

た 。 今 後 も 「 B o u n d ar y 」 を キ ー ワ ー ド に 高 い レ ベ ル の 共

同 研 究 を 進 め 、 新 た な 学 術 の 潮 流 を 創 出 し ま し ょ う と の

言  葉  で  会  議  が  始 ま り ま し た  。

　 研 究 発 表 で は 、 大 阪 大 学 の 櫻 井 グ ル ー プ が 合 成 し た

お  椀  型  の  ス  マ  ネ  ン  分  子  に  関  し  て  、 東  京  大  学  の  杉  本  グ  ル  ー

プ が 原 子 間 力 顕  微  鏡 の 針 を 近  づ け た り 離 し た り す る 制

御 に よ り 、 お 椀 の 向 き を 反 転 さ せ た 原 子 像 を 取 得 し 報 告

し ま し た 。 こ の お 椀 の 反 転 は 物 理 的 に は 分 極 反 転 を 意 味

す る た め 、 名 古 屋 大 学 の 大 野 グ ル ー プ が C N T に ス マ ネ ン

を 共  有  結  合 で  つ け る こ と で メ モ リ を 実  現 し よ う と し て い

ま す 。 こ の 分 子 レ ベ ル で の 分 極 を 利 用 し た 極 小 メ モ リ 創

出  は こ の  領  域  な ら で  は  の  展  開  で  す 。

　 ま た 、 NI M S の 渡 邊 グ ル ー プ の h B N に 東 京 工 芸 大 学 の

松 本 グ ル ー プ が イ オ ン を 層 間 に イ ン タ ー カ レ ー ト し 、 グ ラ

フ  ェ  ン  の  よ  う  に  特  殊  な  性  質  を  示  す  か  ど  う  か  、 東  京  大  学  の

町 田 グ ル ー プ が 計 測 す る 枠 組 み で 研 究 を 進 め て い ま す 。

透 明 で バ ン ド ギ ャ ッ プ が 大 き く 絶 縁 体 と し て 利 用 さ れ て

い る h B N へ の イ ン タ ー カ レ ー シ ョ ン は 、 こ れ ま で 実 験 的

に 難 し い と さ れ て き た 材 料 で す が 、 筑 波 大 学 の 岡 田 グ

ル ー プ の 理 論 計 算 に よ り 可 能 性 が あ る こ と が 分 か っ て き

て  い ま  す 。

　 な お 、 第 ２ 期 の 本 領 域 の 公 募 班 へ の 応 募 は 1 3 6 件 に の

ぼ り 、2 0 2 3 年 度 全 学 術 変 革 領 域( A) の 中 で 最 多 と な り ま

し た 。 本 領 域 の 研 究 や 活 動 の 魅 力 が 応 募 件 数 か ら も 伝

わ っ て く る と と も に 、 領 域 が カ バ ー す る 研 究 者 層 の 厚 さ

や ア ク テ ィ ビ テ ィ が 反  映  さ  れ て  い  る と い え ま  す 。 第 ２ 期  か

ら 新 た に 加 わ っ た 1 0  名 は  独 自 の  分 析  法  や  物  性  測  定 に 強

み を 持 つ 研 究 者 が 多 く 、 本 領 域 の 研 究 の 一 層 の 広 が り

と  深  化  が  期  待  さ  れ  ま  す 。  　

参 加 者 全 員 に よ る 記 念 撮 影 京 都 大 学 　 宇 治 お う ば く プ ラ ザ

口 頭 発 表 の 様 子

ポ ス タ ー 発 表 の 様 子

N
E

W
S 

L
e
tte

r V
o
l. 3

2
　

　
第
7

回
領

域
会

議
レ

ポ
ー

ト

第 7  回  領  域  会  議  レ  ポ  ー ト

第 7 回 京 都 大 学 　 宇 治 キ ャ ン バ ス
宇 治 お う ば く プ ラ ザ き は だ ホ ー ル （ 京 都 府 宇 治 市 ）
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